
妻は強く､夫は弱くなった30年

博報堂生活総合研究所は1988年から10年毎に、サラリーマン世帯の夫婦を対象にアンケート調査｢家族調査｣を行ってきまし
た(1988年･1998年･2008年･2018年の4時点で実施)。30年間におよぶ時系列分析であることに加え、夫と妻それぞれに同
じ質問を投げかけて反応のギャップをみるという特徴をもった調査となっています。

この30年間、日本では少子高齢化、晩婚化･晩産化、共働き世帯の増加などさまざまな事象が生じ、家族や夫婦関係を取り巻く環
境は大きく変化しています。
こうしたなかで、家族･夫婦にまつわる意識や家事･育児などの行動はどう変わったのか。
今回の発表では、第一弾｢夫婦の力関係｣編として、家庭内のパワーバランスや望ましい夫婦の在り方意識などの変化に焦点を当て、

ポイントとなった調査結果を中心にお伝えいたします。
なお、本調査は博報堂生活総合研究所で進めている研究｢家族30年変化｣の一環です。本調査を含む各種研究の成果について

は、サマーセミナー2018｢家族30年変化｣として、研究発表イベントやレポートなどで発表してまいります。

2 0 1 8 年 6 月 1 1 日

博報堂生活総合研究所

｢家族30年変化｣調査結果のポイント

• 家庭で総合的な決定権を持っている人について、｢夫｣との回答は過去最低に(1988年72.4%→2018年38.7%)。

• 一方｢妻｣との回答は過去最高となり(1988年10.1%→2018年30.3%)、両者のスコアは30年間で最も接近しました。

• 年代別では｢妻が30代以下｣の夫婦で、今回はじめて｢妻＞夫｣の逆転が生じました。

夫が過去最低、妻が過去最高でスコア最接近家庭の総合的な決定権

• 夫と妻それぞれに｢自分は配偶者がいないと暮らせない｣と思うかきいたところ、｢そう思う｣との回答は夫67.1%･

妻59.5%となり、夫が妻を上回りました。

• 年代別では、夫･妻とも｢30代以下」で、｢そう思う｣との回答が高くなりました。

｢配偶者なしでは暮らせない｣、夫が妻を上回る夫婦の依存意識(2018年のみ調査)

• ｢妻が働きに出ること｣や｢親と同居すること｣｢子どもの名前｣など家庭の事柄について、最終的な決定権が

｢妻にある｣との回答スコアは30年間で最高になりました。

• 一方で上記項目の決定権が｢夫にある｣との回答は30年間下がり続け、過去最低になりました。

働き方や子どもの人数、親との同居…強まる決定権の妻シフト家庭の事柄の決定権

• 理想の夫婦像について、夫･妻とも最多の回答は｢友達夫婦｣(夫64.9%･妻79.5%)。

• 現実の夫婦像でも｢友達夫婦｣が最多となりました(夫53.8%･妻57.3%)。

• ｢亭主関白｣は理想でも現実でも、30年間で最低となりました(夫の理想:1988年50.2%→2018年17.8%など)。

理想も現実も｢友達夫婦｣が最多。｢亭主関白｣は絶滅危惧種に？夫婦像の理想と現実

｢家族30年変化｣調査結果を発表 第一弾｢夫婦の力関係｣編

家庭の総合的な決定権は…｢夫｣1988年72.4％→2018年38.7% ｢妻｣1988年10.1％→2018年30.3% など

【調査概要】 調査地域：首都40Km圏 調査対象：妻の年齢が20～59歳の夫婦が同居する世帯 630世帯(夫630人･妻630人 合計1,260人) 
調査手法：訪問留置自記入法 調査時期： 2018年2月7日～3月12日
※1988年･1998年･2008年を含む、調査概要の詳細はP.6参照
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■家庭の総合的な決定権

Ｑ
総合的に考えたとき、お宅で最も決定権を持っている方はどなたでしょうか。
(主に夫／主に妻／夫と妻が同等／主に子ども／主に夫の親／主に妻の親／その他 からひとつ選択) 
※妻のみ回答(630人) ※グラフでは｢主に夫｣｢主に妻｣のデータを掲載

全体

妻が30代以下の夫婦 妻が40代以上の夫婦

% %

%

• 家庭で総合的な決定権を持っている人について、｢夫｣との回答は過去最低に(1988年72.4%→2018年38.7%)。

• 一方｢妻｣との回答は過去最高となり(1988年10.1%→2018年30.3%)、両者のスコアは30年間で最も接近しました。

• 年代別では｢妻が30代以下｣の夫婦で、今回はじめて｢妻＞夫｣の逆転が生じました。

夫が過去最低、妻が過去最高でスコア最接近家庭の総合的な決定権



Ｑ
お宅では、家庭内に生まれる様々な出来事に対して、普段、夫と妻のどちらが最終的な決定権を持っていますか。
次にあげる出来事や内容についてそれぞれ、最終的な決定権を持つ人をひとりだけあげてください。
(夫／妻／その他の人･あてはまらない からひとつ選択) ※妻のみ回答(630人) ※グラフでは｢夫｣｢妻｣のデータを掲載

■家庭の事柄の決定権
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働き方や子どもの人数、親との同居…強まる決定権の妻シフト家庭の事柄の決定権

• ｢妻が働きに出ること｣や｢親と同居すること｣｢子どもの名前｣など家庭の事柄について、最終的な決定権が

｢妻にある｣との回答スコアは30年間で最高になりました。

• 一方で上記項目の決定権が｢夫にある｣との回答は30年間下がり続け、過去最低になりました。

• さらに｢夫／妻の友人･知人を家へ招くこと｣も含め、30年間で妻にさまざまな事柄の決定権が移っている様子が

うかがえます。
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■理想の夫婦像

■現実の夫婦像

あなたにとって理想の夫婦像は、どのタイプにもっとも近いでしょうか。
(亭主関白／友達夫婦／カカア天下 からひとつ選択) ※夫の回答(630人) 妻の回答(630人)Ｑ

あなたにとって現実の夫婦像は、どのタイプにもっとも近いでしょうか。
(亭主関白／友達夫婦／カカア天下 からひとつ選択) ※夫の回答(630人) 妻の回答(630人)Ｑ

夫 妻
% %

% %

• 理想の夫婦像について、夫･妻とも最多の回答は｢友達夫婦｣(夫64.9%･妻79.5%)。

• 現実の夫婦像でも｢友達夫婦｣が最多となりました(夫53.8%･妻57.3%)。

• ｢亭主関白｣は理想でも現実でも、30年間で最低となりました(夫の理想:1988年50.2%→2018年17.8%など)。

• 30年前から妻の理想だった｢友達夫婦｣に夫の理想も近づき、現実的にも｢友達夫婦｣が増えているようです。

理想も現実も｢友達夫婦｣が最多。｢亭主関白｣は絶滅危惧種に？夫婦像の理想と現実
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■夫婦の依存意識

Ｑ

夫
自分は妻がいないと
暮らしていけないと思う

妻
自分は夫がいないと
暮らしていけないと思う

自分は夫／妻がいないと暮らしていけないと思う（そう思う／そう思わない）
※夫の回答(630人) 妻の回答(630人)

夫(年代別) 妻(年代別)

• 夫と妻それぞれに｢自分は配偶者がいないと暮らせない｣と思うかきいたところ、｢そう思う｣との回答は夫67.1%･

妻59.5%となり、夫が妻を上回りました。

• 年代別では、夫･妻とも｢30代以下」で、｢そう思う｣との回答が高くなりました。

｢配偶者なしでは暮らせない｣、夫が妻を上回る夫婦の依存意識(2018年のみ調査)



｢家族調査｣調査概要

●調査地域：首都40Km圏

●調査対象：妻の年齢が20～59歳の夫婦が同居する世帯

対象条件：①②の両方に該当する世帯

①夫がサラリーマンであること ②夫と妻が同居していること(子供の有無は問わない)

●調査世帯数：630世帯(2018年：夫630人･妻630人 合計1,260人)

●調査手法：訪問留置自記入法

※調査票は2種類

・妻票…家族や家庭について妻のみが記入する｢世帯票｣と、夫婦それぞれが記入する｢個人票｣の2部構成

・夫票…夫婦それぞれが記入する｢個人票」のみ

●調査時期：2018年2月7日～3月12日

2008年6月12日～7月7日

1998年1月8日～2月2日

1988年8月3日～8月22日

●企画分析：博報堂生活総合研究所

●実施集計：株式会社東京サーベイ･リサーチ

妻20～29歳 妻30～39歳 妻40～49歳 妻50～59歳 合計

2018年 41 184 238 167 630

2008年 57 208 173 162 600

1998年 146 323 422 309 1,200

1988年 149 446 366 223 1,185

※1988年の合計には、 妻の年齢が不明な1世帯を含む

【本件に関するお問い合わせ】 株式会社博報堂 広報室 江渡･玉 TEL:03-6441-6161

生活総合研究所 三矢･夏山 TEL:03-6441-6450


